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第１章 県民の幸福感の現状 ～属性別にみた姿～ 
 
 
Ⅰ 分析の考え方 
 
 第１回みえ県民意識調査の問１では、日ごろ感じている幸福感について、内閣府の国民生活選好度調

査の質問に準じ、１０点満点で質問し、５，７１０人の方からいただいた回答を集計しました。 

その結果、県全体の平均値は６．５６点となり、また、女性の平均値が男性の平均値より高いことや、

年代別では３０歳代が最も平均値が高いことなど、県民の皆さんの幸福感に関するさまざまなデータが

得られました。 
これらのデータは、県民の皆さんの幸福感の現状を知る貴重な手がかりであり、どういった県民の皆

さんがより幸福感が高いのか、何が幸福感に影響を与えているのかといったことを、できるだけ明らか

にしていきます。 
 

（分析の進め方） 

 第１章では、この調査で質問した７つの属性（性、年代、職業、結婚、世帯構成、世帯収入、地域）

を２つ以上組み合わせることにより、幸福感の平均値を細分化し、どのカテゴリーが幸福感が高いのか、

或いは低いのかなど、特徴や傾向を抽出しました。 
また、幸福感に影響を与えるものは何なのかを探るため、幸福感について特徴の見られたカテゴリー

について、問３（日ごろの暮らしの実感）の１２項目とクロス集計を行い、日ごろの暮らしの実感の状

況を把握しました。 
 
（参考） 

ここでは、幸福感の平均値の差や日ごろの暮らしの実感の回答割合の差について、それらの差には統

計的に有意性があるかどうかについて検証を行い、基本的には、統計的に有意性のある差を特徴や傾向

等としてまとめています。 

調査票は資料編1～7頁に掲載 

統計的な手法の詳細については資料編8頁に掲載 
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２ 一属性のクロス分析 

 
 県民の幸福感の特徴や傾向を把握するスタートとして、みえ県民意識調査で質問した７つの属性（性

別、年代、職業、結婚、世帯構成、世帯収入、地域）によるクロス分析（細分化）を行いました。 
 

（１）性別                  図表①：幸福感（性別） 

 性別の幸福感を見たところ、 
女性の方が男性より高くなって 
います。 
 
 

 
 
 

（２）年代別                図表②：幸福感（年代別） 
  年代別の幸福感を見たところ、 
 30歳代が県平均より高くなって 
 います。 
  30歳代以外の年代と県平均と 
の間に、統計的に有意な差は見ら 
れません。 
 
 
 

（３）職業別                図表③：幸福感（職業別） 
  職業別の幸福感を見たところ、 
県平均より、正規職員と専業 
主婦・主夫が高く、パート・バ 
イト・派遣と無職が低くなって 
います。 
 
 

 
 
（４）結婚別                            図表④：幸福感（結婚別） 
  結婚別の幸福感を見たところ、 
  既婚が最も高く、次いで離婚・ 
 死別、未婚の順となっています。 
 
 
 
 
 

詳細な情報は資料編12頁に掲載 

詳細な情報は資料編13～15頁に掲載 

詳細な情報は資料編16～18頁に掲載 

詳細な情報は資料編19～20頁に掲載 
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（５）世帯構成別               図表⑤：幸福感（世帯構成別） 

  世帯構成別の幸福感を見たところ、 
県平均より、単身世帯が低く、一世代 
世帯と三世代世帯が高くなっています。 

 

 
 
 

 
 
（６）世帯収入別               図表⑥：幸福感（世帯収入別） 
  世帯収入別の幸福感を見たところ、 

 県平均より、300万円未満の層が低く、 
 500万円以上の層が高くなっています。 
  300～500 万円未満の層が県平均と 
 ほぼ同じ水準にあります。 

  
 
 
 

（７）地域別                                  図表⑦：幸福感（地域別） 
  地域別の幸福感を見たところ、 
 他の属性と比べ、差は小さくなって 
 います。 
  その中で、伊勢志摩地域は県平均 

 より低くなっていますが、それ以外の 
地域と県平均との間に、統計的に有意 
な差は見られません。 

 

 
 

（参考）４－５頁における              黒色  ：幸福感の平均値が県平均より高く、かつ統計的に有意な差がある属性項目 

棒グラフの色について          網かけ：幸福感の平均値が県平均より低く、かつ統計的に有意な差がある属性項目 

灰色  ：幸福感の平均値が県平均と比べ、統計的に有意な差が認められない属性項目

 
 

 
 
 
 

 
 
 

【要点】 

 属性別の幸福感については、職業別、結婚別、世帯構成別、世帯収入別で大きな差がみられ

る一方、年代別や地域別では差は小さくなっています。 

 個々人の幸福感はさまざまな要因に影響を受けると考えられることから、県民の幸福感の特

徴や傾向をより詳細に把握するためには、この一属性によるクロス分析（細分化）だけでなく、

二以上の属性によるクロス分析の結果も合わせて見ていく必要があると考えられます。 

詳細な情報は資料編21～22頁に掲載 

詳細な情報は資料編23～25頁に掲載 

詳細な情報は資料編26～27頁に掲載 
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「自由な時間」がある 65.3 78.6 ▲ 13.3

「精神的なゆとり」がある 46.7 60.0 ▲ 13.3

３（１）性別×年代別                  

 
図表①：幸福感（性別×年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図表②：暮らしの実感                     図表③：暮らしの実感  

  （最も幸福感が高い30歳代女性と女性全体）             （最も幸福感が低い40代男性と男性全体） 

  
 

 

 

 ※暮らしの実感の割合は「感じる」「どちらかといえば感じる」の合計（以下、同じ） 

 

図表④：幸福感（30歳代女性と40歳代男性×結婚別）          図表⑤：暮らしの実感（40歳代男性×結婚別）  

                          

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【要点】  

いずれの年代でも女性が男性より幸福感が高くなっています。 

最も幸福感が高いのは30歳代女性で、女性全体より「自由な時間」はないものの、「相談できる

友人や知人」や「生きがい」があり、「家族との関係」が良好であると感じています。 

最も幸福感が低いのは40歳代男性で、男性全体より「仕事は充実」し、「職場での人間関係」は

良好であるものの、「自由な時間」や「精神的なゆとり」がないと感じています。 

 さらに30歳代女性と40歳代男性を結婚別に見ると、いずれも既婚より未婚の方が幸福感は低く

なっています。特に未婚の40歳代男性の幸福感が低く、既婚の40歳代男性より、「生きがい」や「精

神的なゆとり」、「必要な収入」がなく、「職場での人間関係」や「家族との関係」が良好でないと感

じています。 

未婚 既婚
「生きがい」がある 32.4 70.2 ▲ 37.8

「精神的なゆとり」がある 21.1 54.2 ▲ 33.1
「必要な収入」がある 43.7 73.1 ▲ 29.4
「職場の人間関係」は良好である 54.9 76.7 ▲ 21.8
「家族との関係」が良好である 66.2 87.6 ▲ 21.4

暮らしの実感 （単位：％） 差
40歳代・男性

詳細な情報は、資料編28～30頁に掲載 
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図表①：幸福感（性別×職業別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図表②：幸福感（性別×職業別×結婚別）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表③：暮らしの実感（男性×パート・バイト・派遣×結婚別）   図表④：暮らしの実感（女性×正規職員×結婚別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【要点】 

男性は、正規職員の幸福感が高く、パート・バイト・派遣、無職及び専業主夫の幸福感が低くな

っています。男性の幸福感について、職業・結婚別でみると、いずれも既婚の幸福感が高くなって

います。特に未婚のパート・バイト・派遣の幸福感が低く、既婚のパート・バイト・派遣より、「必

要な収入」や「精神的なゆとり」、「生きがい」がなく、「家族との関係」が良好でないと感じてい

ます。 

女性は、正規職員及び専業主婦の幸福感が高く、パート・バイト・派遣及び無職の幸福感が低く

なっています。女性の幸福感について、職業・結婚別にみると、いずれも既婚の幸福感が高く、特

に、既婚女性の正規職員は専業主婦より幸福感が高い傾向が見られます。既婚女性の正規職員は、

未婚女性の正規職員より、「自由な時間」がなく、「余暇は充実」していないものの、「生きがい」

があり、「ご近所付き合いや地域での活動」をしていると感じています。 

詳細な情報は、資料編31～33頁に掲載 
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３（４）年代別×職業別 

 
図表①：幸福感（年代×職業別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※サンプル数が10未満の属性、及び年代別の偏りが大きい学生は非表示とした 

 

 

図表②：暮らしの実感（50歳代×農林水産業と全体）      図表③：暮らしの実感（20歳代×ﾊ゚ ｰﾄ･ﾊ゙ ｲﾄ･派遣と正規職員） 

 

 

 

 

 

 
図表④：暮らしの実感（20～50歳代×無職と全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【要点】  

50歳代の農林水産業、20歳代のパート・バイト・派遣及び20～50歳代の無職の幸福感が特に低

くなっています。 

50歳代の農林水産業は、50歳代全体より「ご近所付き合いや地域活動」をしているものの、「余

暇は充実」しておらず、「必要な収入」がないと感じています。 

20 歳代のパート・バイト・派遣は、20 歳代の正規職員より、「必要な収入」がなく、「仕事は充

実」しておらず、「家族との関係」が良好でないと感じています。 

20 歳代から 50 歳代の無職は、全体より、「必要な収入」や「生きがい」、「精神的なゆとり」が

なく、「家族との関係」が良好でないと感じています。 

農林水産業 全体
「ご近所付き合いや地域活動」をしている 86.2 57.3 28.9
「余暇は充実」している 37.9 56.7 ▲ 18.8
「必要な収入」がある 55.2 71.6 ▲ 16.4

50歳代
暮らしの実感 （単位：％） 差 ﾊ゚ ﾄー･

ﾊ゙ｲﾄ･
派遣

正規
職員

「必要な収入」がある 43.3 73.8 ▲ 30.5
「仕事は充実」している 40.3 68.6 ▲ 28.3
「家族との関係」が良好である 71.6 91.9 ▲ 20.3

暮らしの実感 （単位：％）

20歳代

差

無職 全体
「必要な収入」がある 14.7 69.0 ▲ 54.3
「生きがい」がある 42.1 69.0 ▲ 26.9

「精神的なゆとり」がある 38.9 58.2 ▲ 19.3
「家族との関係」が良好である 64.2 85.8 ▲ 21.6

暮らしの実感 （単位：％）
20～50歳代

差

詳細な情報は、資料編42～43頁に掲載 
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「生きがい」がある 58.1 69.7 ▲ 11.6
「家族との関係」が良好である 74.3 85.4 ▲ 11.1

ﾊ゚ ﾄー･ﾊ゙ｲﾄ･派遣
暮らしの実感 （単位：％） 差

３（７）職業別×結婚別 

 
図表①：幸福感（職業別×結婚別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※農林水産業は未婚のサンプル数が10未満であり、専業主婦・主夫及び学生は結婚別の比較に意味がないため非表示とした 

 
図表②：暮らしの実感（パート・バイト・派遣×結婚別）     図表③：暮らしの実感（無職×結婚別） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【要点】 

いずれの職業においても、未婚は既婚より幸福感が低く、中でも、パート・バイト・派遣及び無

職の未婚が低くなっています。 

未婚のパート・バイト・派遣は、既婚より、「ご近所付き合いや地域での活動」をしておらず、「必

要な収入」や「生きがい」がなく、「家族との関係」が良好でないと感じています。 

未婚の無職は、既婚より、「家族との関係」は良好でなく、「必要な収入」や「精神的なゆとり」、

「生きがい」がないと感じています。 

未婚 既婚
「家族との関係」が良好である 52.4 85.4 ▲ 33.0
「必要な収入」がある 26.2 60.1 ▲ 33.9

「精神的なゆとり」がある 39.8 65.0 ▲ 25.2
「生きがい」がある 41.7 60.3 ▲ 18.6

暮らしの実感 （単位：％）
無職

差

詳細な情報は、資料編51～52頁に掲載 
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３（９）世帯構成別×世帯収入別 

 
図表①：幸福感（世帯構成別×世帯収入別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※単身世帯は非表示とした。 

 

 

図表②：暮らしの実感（世帯収入100～500万円未満×一世代世帯と二世代世帯）   

 

 

 

 

 

 

 

図表③：暮らしの実感（世帯収入100～500万円未満×二世代世帯と三世代世帯）   
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【要点】 

二世代世帯は、一世代世帯や三世代世帯より幸福感が低い傾向が見られ、特に世帯収入が500万

円未満の層で幸福感の差が大きくなっています。 

世帯収入が100万円から500万円未満の二世代世帯は、100万円から500万円未満の一世代世帯

より、「自由な時間」や「精神的なゆとり」、「必要な収入」がなく、「余暇は充実」していないと感

じています。なお、100万円から500万円未満の二世代世帯と三世代世帯とは暮らしの実感に大き

な差は見られません。 

二世代世帯 一世代世帯

「自由な時間」がある 72.8 85.7 ▲ 12.9
「精神的なゆとり」がある 55.4 66.7 ▲ 11.3
「必要な収入」がある 57.2 68.3 ▲ 11.1
「余暇は充実」している 56.0 68.9 ▲ 12.9

世帯収入100～
500万円未満の層暮らしの実感 （単位：％） 差

二世代世帯 三世代世帯
「自由な時間」がある 72.8 72.7 0.1

「精神的なゆとり」がある 55.4 55.0 0.4
「必要な収入」がある 57.2 52.2 5.0
「余暇は充実」している 56.0 58.1 ▲ 2.1

暮らしの実感 （単位：％）
世帯収入100～

500万円未満の層 差

詳細な情報は、資料編63～64頁に掲載 
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